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数
字
を
見
て
、
驚
ろ
か
さ
れ
る
場
合
が

い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
o

n
年
間
印
万
人
以
上
の
死
傷
者
。
こ
れ

も
そ
の
一
つ
で
、
全
国
の
交
通
事
故
に
よ

る
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。

く
る
ま
社
会
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
悲
劇

を
な
く
す
た
め
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が

9
月
訂
日
か
ら
同
丹
羽
日
ま
で
、
町
民
総

ぐ
る
み
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

先
立
つ
去
る

9
月
4
日
に
、
交
通
安
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
、
全
国
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

球
が
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

当
日
午
後
1
時
、
役
場
正
面
玄
関
前
で
、

水
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
大
洗
支
部
(
小

幡
五
期
支
部
長
)
・
大
洗
町
交
通
安
全
母

の
会
(
柳
橋
幸
江
会
長
)
の
皆
さ
ん
や
役

場
職
員
が
出
迎
え
る
中
、

2
ム
ロ
の
白
バ
イ

に
先
導
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
誌
が
到
着
、

隊
長
の
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
高
田

登
代
子
会
長
か
ら
竹
内
町
長
に
つ
総
理
府

総
務
長
官
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
(
別
掲
)
が

伝
達
さ
れ
、
竹
内
町
長
よ
り
交
通
事
故
撲

滅
に
関
す
る
決
意
表
明
と
決
意
表
明
文
の

色
紙
が
高
田
隊
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
洗
町
の
リ
ボ
ン
が
「
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
フ
ラ
ッ
グ
L

に
結
ば
れ
、
拍
手
で

の
見
送
り
を
背
に
球
担
を
整
え
た
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
は
次
の
目
的
地
常
澄
村
に
向
け
て

出
発
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
フ
ラ
ッ
グ
に
リ
ボ
ン
を
結
び
つ
け
る

竹

内

町

長

総
理
府
総
務
長
官
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
に
お
け
る
交
通
安
全

対
策
の
推
進
じ
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

素
よ
り
特
段
の
御
配
慮
を
頂
き
深
く
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
交
通
事
故
死
者
数
は
、

昭
和
国
十
六
年
以
降
九
年
連
続
し
て
減
少
し
、
昨

年
は
十
年
ぶ
り
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
今
年
に
入

っ
て
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
着
実
に
上
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
交
通
事
故
の

発
生
件
数
は
近
年
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
死
傷

者
数
も
年
間
六
十
万
人
を
超
え
て
い
る
の
が
、
現

状
で
あ
り
ま
す
。

政
府
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
安
全
で
快
適
な
交

通
社
会
を
目
標
に
各
般
の
交
通
安
全
対
策
を
総
合

的
か
つ
強
力
に
推
進
す
べ
く
本
年
三
月
に
は
第
三

次
の
交
通
安
全
基
本
計
画
を
決
定
し
、
ま
た
五
月

に
は
八
十
年
代
の
交
通
安
全
を
考
え
る
交
通
安
全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

最
近
の
交
通
事
故
の
状
況
を
顧
み
ま
す
と
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
交
通
道
徳
の
か
ん
養
、
交
通
安
全

思
想
の
高
揚
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
々
が
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
た
交
通
行
動
を
と
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
で
あ
る
と
痛
感
さ
れ
ま
す
。
政
府
が
交

通
安
全
家
族
会
議
の
提
唱
な
ど
母
親
を
中
心
と
す

る
交
通
安
全
の
推
進
を
囲
っ
て
い
る
の
も
、
こ
の

よ
う
な
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
年

も
こ
こ
に
全
国
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
が
総
理

府
の
要
請
に
応
じ
て
、
全
国
各
地
に
キ
、
ャ
ラ
パ
ン

隊
を
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
私

の
決
意
と
希
望
の
伝
達
を
お
顕
い
し
た
次
第
で
あ

リ
ま
す
。

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
趣
旨
を
御
理
解
の
上
、
こ
の
機
会
に
、
交
通

安
全
思
想
の
一
層
の
高
揚
に
御
尽
力
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
き
め
の
細
か
い

効
果
的
な
交
通
安
全
対
策
を
積
榎
的
に
推
進
さ
れ

ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
八
月
二
十
一
日

総
理
府
総
務
長
官

中

山

太

郎

大
洗
町
長

竹

内

宏

殿
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日
頃
、
納
税
業
務
に
ご
協
カ
を
い
た

だ
い
て
い
る
納
税
組
合
長
の
会
議
が
、

去
る
8
月
幻
自
役
場
会
議
室
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
竹
内
町
長
よ
り
町
政
運
営

の
協
カ
に
つ
い
て
の
お
礼
と
、
町
政
状

況
の
報
告
に
は
じ
ま
り

o
昭
和
田
年
度

の
地
方
税
改
正
O
盟
民
健
康
保
険
税
O

年
金
O
港
湾
姿
備
等
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
担
当
課
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ

の
あ
と
、
納
税
組
合
の
遂
営
、
回
定
資

産
税
の
評
価
額
、
減
価
償
却
、
納
期
等

の
問
題
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
始
終

熱
心
に
会
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

松
枯
れ
が
目
立
ち
始
め
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
松
く
い
虫
(
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
)
に
よ
る
枯
れ
は
、
御
承
知
の

よ
う
に
県
内
各
地
で
猛
威
を
ふ
る
い
、

多
く
の
松
山
が
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し

た
し
か
し
、
県
や
町
、
並
ぴ
に
関
係
者

の
懸
命
な
努
力
の
結
巣
、
一
昨
年
当
た

り
か
ら
減
少
傾
向
を
示
し
て
き
で
お
り

ま
す
。現

在
、
県
や
町
で
は
、
保
安
林
や
公

益
的
機
能
の
高
い
松
林
及
ぴ
地
域
に
と

っ
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
い
わ

ゆ
る
重
要
松
林
に
つ
い
て
予
防
散
布

(
健
康
な
松
に
薬
り
を
散
布
し
て
松
く

い
虫
の
侵
入
を
紡
ぐ
)
を
、
併
せ
て
予

防
散
布
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
伐
倒

駆
除
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

枯
れ
た
松
を
そ
の
ま
ま
放
遣
し
て
お

く
と
、
そ
の
松
が
新
た
な
発
生
源
と
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
を
防
ぐ
の
が
伐
倒
駆

除
で
す
。

皆
さ
ん
も
自
分
の
山
や
庭
木
の
松
が

枯
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
残
っ
て
い
る
松

を
守
る
た
め
に
も
次
の
こ
と
を
是
非
実

行
し
て
下
さ
い
。

O
葉
の
色
が
全
体
的
に
賞
変
し
始
め

た
ら
林
業
指
導
所
に
連
絡
し
、
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
る
も
の
か

ど
う
か
判
定
し
て
も
ら
い
、
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
に
よ
る
も
の
と
わ
か
っ
た

ら
平
自
に
切
り
倒
し
て
焼
い
て
し
ま

う
か
、
有
機
り
ん
系
油
剤
等
の
薬

(
ス
ミ
パ

l
ク
F
等
)
を
樹
全
体
に

十
分
散
布
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
防
除
の
相
談
は
、
町
か
林
業

指
導
所
、
地
方
総
合
事
務
所
林
務
諜

(
農
林
課
)
ま
た
は
県
庁
林
業
課
(
松

く
い
虫
防
除
対
策
室
)
へ
お
尋
ね
下

さ
い
。

昭和田年10月1日

何
月
刊
ω
巴
は

原
子
力
の
自
で
す

休
日
に
家
族
で
行
楽
と
い
う
よ
う
な

原
子
力
の
平
和
利
用
の
推
進
の
一
と
き
、
マ
イ
カ
ー
が
あ
る
と
気
軽
に
遠

一
た
め
に
、
ひ
ろ
く
由
民
の
皆
さ
ん
一
出
が
で
き
て
便
利
な
も
の
で
す
。
わ
が

一
に
原
子
力
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
一
閣
の
自
動
車
の
保
有
台
数
は
年
々
増
加

一
と
認
識
を
い
た
だ
こ
う
と
、
毎
年
、
一
し
、
現
在
は
三
七
O
O万
台
を
起
、
え
て

一
日
月
部
臼
を
砂
原
子
力
の
臼
ω

と
一
お
り
、
一

O
年
前
の
約
一
了
二
倍
に
な

一

定

め

ま

し

た

。

…

っ

て

い

ま

す

。

こ
の
臼
が
選
ば
れ
た
の
は
、
我
一
と
こ
ろ
で
、
自
動
車
や
自
動
車
用
の

一
が
国
が
国
際
原
子
力
機
関
に
加
設
一
燃
料
に
か
か
る
税
金
に
は
、
盟
税
と
し

一
を
決
定
し
た
日
が
、
昭
和
泣
年
初
…
て
、
物
品
税
、
自
動
車
重
量
税
、
揮
発

一
月
初
日
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
原
一
池
税
・
地
方
道
路
税
、
石
油
ガ
ス
税
が

一
子
力
研
究
所
で
我
が
国
初
め
て
の
一
一
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
税
と
し
て
、

一
原
子
力
に
よ
る
発
電
に
成
功
し
た
一
自
動
車
取
得
税
、
自
動
事
税
、
軽
自
動

一
の
が
、
昭
和
泊
年
目
月

m
Bで
あ
一
事
税
、
軽
油
引
取
税
が
あ
り
ま
す
。

一

る

か

ら

で

す

。

一

こ

の

よ

う

に

、

自

動

車

を

と

り

ま

く

E
t
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山
税
金
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
納
め

ノ
ぷ
濃
川
数
議
絃
楽
器
批
ゃ
い
」

i

点
以
山
叫
ん

V
3
V
Tヨ
K
Y
V
2吋

E
ィ
J
1
2
1
E
U
Aザ，

国

J

束、

7

織作

ル
ト
及
総
選

、
一
位
冴
ず
よ
J
f

第
7
回
、
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
を
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
作
品
等
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ

hv 
。

主

催
大
洗
町
芸
術
文
化
協
議
会

O
後

援大
洗
町
、
大
洗
町
教
育
委
員
会

。

期

間
叩
月
中
旬
1
日
月
上
旬

(
日
月
3
日
を
や
心
)

O
参
加
資
格

本
町
在
住
者
、
町
内
に
所
属
す
る

学
校
、
事
業
所
等
に
通
学
、
通
勤
す

る
者
及
び
町
内
の
研
究
会
、
ク
ラ
ブ

等
に
所
属
す
る
者

O
お
問
い
合
せ

大
洗
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

宮
⑦
5
1
1
1
内
線
7
2

て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
国
や
地
方
の

道
路
笈
備
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
マ
イ
カ
ー
一
ム
口
当
り
の
一
年

間
に
負
担
す
る
税
金
は
次
の
表
の
と
お

り
で
す
。

税
だ
よ
り

マ
イ
カ
ー
と
税
金

マイカー 1台当りの税負担額

@小売価格150万円、 2，000ccの自家用乗用率の年

関税金負担額は、約15万円です。

大洗町役場・消防署

昔日 申 込
大き き ・ 形 態 種 7llJ 点数

搬入
搬出

{教育委員会へ) (教育委員会へ)

10月108出~ 書道・てん刻 全部で 10fl20日りd-
事撃 道 10月20日(刈 事由物・客買・その他 額二・軸

未発表作品 約60点 10月24日仕}
午前9時-'Fi圭4時

小・中学生の部一六切~四切 11 
10月27日り()- モノク口又は 1人 3点 10月278(火)- 月写 真
10月初日同

高校の音~ 119切
カラー 以 i対 10月初日同 4 一般の部 四切以上

臼

美 術
10月27日(刈~ 日本画・洋爾は20号以内 自本画・洋画 1人 2点 10汚27臼(}()- や'1<)
10月29臼肘 彫塑・工芸は自由 間~~盟・工芸 以 内 10月29日附

10月23日後詰~ 色紙又は短冊・自筆書きにで発表 l人 2点 10月238働~
午後

詩 歌 言寺は特に束縛しないが模造紙に 短歌・詩・童話
以内 10月28尽か'1<)

4 
10月28臼か，]<:) 添付し展示に使えるように 時

10月208(必 ~ 色紙又は短冊一枚以内 1人 2点
ま

官ド 句 10月288休) で
10月288休) 四季雑詠 以内

いけl;rな
一般の方は 10月31日仕)
9月30呂かぬまで 11mX1m以内を原則とする 助松公民館

会場11月1司-3日期間楽展示部門

主
掃
の
パ
ー
ト
と
税
金

最
近
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
い
て

い
る
、
主
婦
が
多
い
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
パ

l
ト
収
入
と
い
う
と

内
職
や
外
交
員
の
収
入
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
主
婦
の
パ

l
ト
収
入
が

給
与
だ
け
の
場
合
に
所
得
税
が
ど
の
よ

う
に
な
る
か
を
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

一
年
間
に
パ
!
ト
に
よ
る
収
入
金
額

が
七
十
九
万
円
(
月
一
平
均
約
六
万
五
千

八
百
円
)
以
下
で
、
ほ
か
の
所
得
が
な

い
場
合
に
は
、
奥
さ
ん
に
税
金
は
か
か

り
ま
せ
ん
し
、
ご
主
人
の
所
得
か
ら
配

偶
者
控
除
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

七
十
九
万
円
を
超
え
ま
す
と
税
金
も

か
か
り
ま
す
し
、
配
偶
者
控
除
も
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
税
務
署
・
税
務

相
談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

税 自 税 事真 f務 考

物品税 28，297円 総周年数6年

自動車取得税 12，500円 oot用王手数 6年

自動車税 34，500円

自動家主重量税 18，900円 車検期間 2年

揮発t制方見・ 57，082円 年間ガソリン使
1也 i釜路税 用量 1，061 ~ 

言十 151，279円

※発表部門

音5 翼耳 日 ぷ三合ス九 場
Eド 込 そ <7) 他

(教育委員会へ)

学校・一般 重日昌・重奏は10分以内、合唱・合奏は

音 楽 10月24日仕) 大賞小体育館 8月31日(月) 10分以内(2泊まで)独唱・独奏は 7分

午前10時~午後4時 以内、ピアノ以外の楽器は個人で用意。

日本舞踊
11月 8日(日)

磯浜小体育館
9 fl24 8までに

午前11時~午憧3時 各けいこ場へ

日今 語〈 11月 8日(日)
10月158(木)まで

商工会 に小林院常さん 昼食代(500円)
剣 詩 舞 午前10時~午後3時 か教育委員会へ

民謡・民舞 11月158(臼) 磯浜小体育館 10月 9日幽
午前10時30分~午桂3時

茶 道 10月18日(日) 東光台地区公民館 茶券にて参加

11月 18(臼) 畢 投 句 七 匂
骨ド 勾 県立「子供の城」 申午後 l待〆切

午前I叫寺受付 申会費500円(昼食含む)

詩 歌 10月188(日) 大洗町役場
10月12日(月) 方法…・・昨年に準ずる。

(即詠会) 午前9時30分-12時 3階会議室

年
金
だ
よ
り

。
時

受塁
け 2二
た j色
其珂 I本
日険
問、、
は:;ユ
追エ
納認
し 郎

をょ
っ

" 

課 金て追っ険関 い「多間が ま受

芸なをい納て料に追ま 遠く ので そす け過
お受るさおのつ納す納の保きこ。る去

係、け方れり額いは o L 年険たで 老 に
(免るとてまでて、 と金料と、 給
電除こ問、す、、過 いが をき そ 年経

話期とじ普の納免去 う受納にの 金済
七関をよ通でめ除ー 制 けめは 後 額的
| の ヨ と う に 、 ら さ き O 度らて、経 がな
五保土に保これれ年 が れ、免 済 普理
一険よ、険のるた前 設 るで除的 通由

一料む j筒料き主当ま け 占き さに に な
ーをさF 額をいっ時ての わっるれゆ 保ど
内追手の納ぜにのの れにだたと 険で
線納'。年めひな保期 てとけ期り 料

五し を保

3す こんなにちがう年金額 控野
まと たの
です 543，300 398，400 181，100 方免
ごる ~~ __，.-，_ の i徐
相と ぷ ι__./ ~ ρ h  三を
談き ~ヂよ干大 t官二四¥ 勧bイ 分受
くに 戸I;syz_， ¥ X" ~v6' ¥ Jもαλ のけ
だは f~ 註百， W f=J_ 5 I {~2 r::il ーた
さ、 ¥i' -U I " ，，~L.-J / L子.Jj に 方
い役 、主与一_..I ~ 可;c.._..;- ij成は

。場 25年納めた人 15年納め 25年免除の人 額
住 き 将
民 10年免除の人 れ 来

。
国
民
年
金
の
請
求
を
忘
れ
ず
に
グ

国
民
年
金
を
受
け
る
に
は
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ご
本
人
が
自
分

で
請
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

せ
っ
か
く
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
議
求
し
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
年
金
は
支
給
き
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
も
請
求
し
な
い
で
、
五
年
を
す
ぎ
る
と
時
効
に
な
っ
て
、
い
っ
さ
い
の

年
金
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

で
す
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
が
障
害
者
に
な
っ
た
と
か
、
一
家

の
中
心
者
で
あ
っ
た
方
が
な
く
な
っ
た
と
か
、
ま
た
、
自
分
が
六
十
五
歳
に
な

っ
た
な
ど
、
担
千
金
を
受
げ
ら
れ
る
と
思
う
方
は
、
必
ず
役
場
年
金
係
ま
で
年
金

の
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
さ
い
に
は
ル
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
お
忘
れ
な
く
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

年
金
が
受
け
ら
れ
る
鋳
求
書
の
用
紙
は
役
場
年
金
係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
請
求
し
ま
、
し
よ
う
。

。
保
険
料
は
蕗
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

A
さ
ん
は
、
あ
る
臼
の
…
深
夜
冷
道
路
で
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
、
片
足
を
失

な
う
重
傷
を
お
い
ま
し
た
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
の
で
障
害
年
金
を
受
け
た
い
と
患
い
、
さ

っ
そ
く
申
請
手
続
き
を
し
ま
し
た
が
、
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
五
年
前
か
ら
由
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
し
た

が
、
保
険
料
を
滞
納
に
し
て
い
た
た
め
、
給
付
要
件
に
該
当
せ
ず
糠
官
官
年
金
が
支

給
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

あ
な
た
に
、
こ
の
よ
う
な
不
幸
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
か
な
い
か
確
め
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
納
め
て
い
な
け
れ
ば
、
早
め
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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楽、問削減老会

L、

去
る
9
月
日
目
、
釘
恒
例
の
敬
老
会

が
茨
交
ビ
!
チ
パ
レ
ス
で
行
な
わ
れ
、

お
招
き
し
た
一
六

O
四
名
の
皆
さ
ん
の

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

敬
老
会
は
竹
内
町
長
の
「
来
年
の
敬

老
会
は
町
民
会
館
で
行
な
い
ま
す
の
で

健
康
で
長
生
き
し
て
下
さ
い
」
と
の
お

祝
い
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
に
は
じ
ま
り
、

最
年
長
者
久
米
あ
き
側
さ
ん
に
記
念
品

の
贈
呈
、
深
作
重
雄
町
議
会
議
長
、
小

幡
五
朗
県
議
会
議
員
、
大
谷
高
年
者
ク

らあおお

野

上

ラ
ブ
会
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
式
を

閉
じ
、
続
い
て
、
藤
田
録
一
さ
ん
の
演

奏
で
二
葉
勝
さ
ん
、
宮
崎
芳
枝
さ
ん
、

野
口
洋
子
さ
ん
、
小
野
崎
間
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
曲
が
あ
り
そ
の
あ
と
、
高
年
者

ク
ラ
ブ
対
抗
演
芸
大
会
が
行
な
わ
れ
、

ク
ラ
ブ
代
表
の
方
々
の
民
謡
、
民
線
、

舞
踊
、
奇
術
、
浪
曲
等
熱
の
は
い
っ
た

演
技
が
披
露
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各

賞
を
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
洗
本
場
磯
節
保
存
会
の
皆

為

氏

勲
五
等
に
叙
せ
ら
れ
る

第118-1号

長
年
に
わ
た
っ
て
専
売
事
業
に
尽

さ
れ
た
野
上
為
三
側
氏
(
大
賞
町
8

番
地
・
野
上
薬
局
)
が
そ
の
功
績
に

よ
り
、
春
の
叙
勲
で
、
勲
五
等
に
叙

せ
ら
れ
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

野
上
さ
ん
は
昭
和
弘
年
に
家
業
を

継
が
れ
、
た
ば
こ
の
販
売
業
に
従
事

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
来
、
湊
た
ば

(3) 

こ
販
売
協
同
組
合
の
中
核
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
同
部
年
に
同
組
合
の
理
事

に
就
任
、
続
い
て
向
日
以
年
に
は
理
事

長
に
推
さ
れ
、
以
後
、
本
年
5
月
ま

で
の
お
年
間
、
文
字
通
り
同
組
合
の

最
高
責
任
者
と
し
て
専
売
事
業
の
増

強
に
努
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

間
、
県
内
包
組
合
に
魁
が
け
て
、
た

ば
こ
会
館
(
組
合
事
務
所
)
を
建
設

し
、
ま
た
、
夏
の
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン

に
は
毎
年
、
婦
人
部
を
動
員
し
海
浜

で
の
出
張
販
売
を
実
施
し
売
上
げ
の

向
上
に
努
め
、
或
い
は
、
地
域
の
祭

な
ど
諸
行
事
に
は
組
合
総
ぐ
る
み
で

積
極
的
に
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
活
動
を
地
で
行
き
、
更
に
は
、
出

さ
ん
に
よ
る
「
民
謡
と
踊
り
」
が
あ
り

楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
も
各
地
区
の
婦
人
会
の

皆
さ
ん
は
、
接
待
案
内
の
奉
仕
に
汗
を

流
し
て
お
り
ま
し
た
。

各
賞
の
受
賞
ク
ラ
ブ

名

人

で

賞

神

寿

会

奇

術

孫
に
見
せ
た
い
で
賞
明
寿
会
花
笠
音
頭

歌

唱

賞

一

寿

会

ン

J

匙
配

警
生
で
し
た
で
賞
繰
寿
会
み
な
と
の
唄

美
人
で
賞
白
梅
会
も
み
す
り
唄

よ
か
っ
た
で
賞
金
睦
会
米
山
甚
匂

た
ま
げ
た
で
賞
祝
寿
会
磯
節

あ
で
や
か
で
賞
福
寿
会
机
立
お
こ
し

グ
ラ

ι
?
千
歳
会
千
歳
会
節

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
賞
万
寿
会
花
か
ら
花
へ

努

カ

賞

、

氷

寿

会

浪

曲

町

長

賞

千

寿

会

お

や

じ

の

海

長
生
き
賞
さ
っ
き
会
浪
曲

敬
老
会
大
賞
長
寿
会
磯
節

に
仰
心
円
九
川
町
賞
大
蔵
会
網
の
し
畷

ハ
ッ
ス
ル
賞
大
船
会
網
の
し
唄

タ
レ
ン
ト
賞
百
券
会
大
漁
節

あ
で
や
か
に
角
寿
会
佐
渡
お
け
さ

出
来
た
で
賞

か
っ
こ
い
い
で
賞
み
ど
り
会
大
洗
音
頭

議

長

賞

松

寿

会

蒸

留

節

張
販
売
所
題
辺
海
浜
の
清
掃
奉
仕
や

携
帯
用
吸
か
ラ
入
れ
、
ピ
ー
チ
ボ
ー

ル
・
レ
ジ
ャ
ー
シ
!
ト
の
配
布
な
ど

に
よ
り
、
ス
モ

i
、
キ
ン
グ
・
ク
リ
ー

ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
活
発
な
組

合
活
動
を
行
な
い
、
専
売
公
社
局
長

賞
を
2
回
に
わ
た
り
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
。
野
よ
さ
ん
の
優
れ
た
指
導
力
・
一

統
卒
カ
は
既
に
定
評
の
あ
る
と
こ
ろ
一

で
す
が
こ
れ
ら
の
ご
努
力
に
よ
り
、
一

当
町
に
と
り
ま
し
で
も
有
力
な
財
源
一

の
一
つ
で
あ
る

H

た
ば
こ
消
費
税
U

一

が
年
々
増
収
と
な
り
、
昭
和
田
年
度
一

で
8
千
3
百
万
円
、
昭
和
田
年
度
で
一

は
約
l
億
円
に
近
い
額
が
見
込
ま
れ

町
に
対
す
る
貢
献
度
も
誠
に
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
回
こ
れ
ら
の
実
績
が
ひ
ろ
く
認

め
ら
れ
受
賞
の
栄
与
に
輝
か
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
町
に
と
り
ま
し
で
も
大

変
嬉
ば
し
い
こ
と
で
す
。

L
j
u

記山守いり川ひ
4
F

びJ
U

祭
場
」
九
磯
ぷ
長

商
工
会
青
年
部
、
婦
人
部
会
国
組
織
鼓
を
持
っ
て
参
加
し
た
こ
と
が
こ
の
時

化
日
周
年
を
記
念
し
て
「
商
工
会
青
年
ほ
ど
・
「
良
か
っ
た
な
」
と
思
っ
た
の
は

婦
人
の
翼
」
ハ
ワ
イ
ツ
ア
ー
が
、
去
る
私
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す

9
月
日
日
よ
り
5
日
間
、
全
国
よ
り
関
と
同
じ
に
こ
の
経
験
は
生
涯
の
思
い
出

係
者
一
五
O
O余
名
が
参
加
し
て
実
施
と
し
て
、
又
、
今
後
の
大
洗
荒
磯
太
鼓

さ
れ
大
洗
か
ら
も
大
洗
荒
磯
太
鼓
、
日
の
完
成
に
対
し
大
き
な
カ
に
な
っ
た
も

名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な

現
地
で
の
記
念
式
典
が
ワ
イ
キ
キ
海
り
ま
し
た
が
出
発
に
あ
た
り
多
く
の
皆

岸
に
近
い
緑
の
木
立
に
囲
ま
れ
た
ピ
カ
様
方
の
暖
か
い
ご
声
援
に
対
し
深
く
感

オ
ラ
ニ
公
閣
の
中
に
モ
ダ
ン
な
貝
殻
状
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

の
屋
根
を
し
た
ワ
イ
キ
キ
レ
エ
ル
野
外
大
山
問
問
鍋
蝕
蹴

音
楽
堂
に
於
い
て
、
ハ
ワ
イ
洲
知
事
ジ

ョ
ー
ジ
・
ア
リ
ヨ
ン
氏
を
始
め
多
数
の

関
係
者
が
出
席
、
護
大
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。式

典
終
了
後
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
ハ
ワ
イ
、
日
本
の
郷
土
芸
能
交
換

披
露
が
あ
り
我
が
大
洗
町
か
ら
大
洗
荒

磯
太
鼓
保
存
会
の
太
鼓
が
日
本
の
郷
土

芸
能
と
し
て
出
演
、
ハ
ワ
イ
の
空
に
勇

壮
な
太
鼓
の
音
を
響
か
せ
て
、
参
加
さ

れ
た
沢
山
の
方
々
か
ら
暖
か
い
ご
声
援

と
激
励
の
こ
と
ば
を
戴
き
、
一
向
感
激

い
た
し
ま
し
た
。
遠
く
ハ
ワ
イ
ま
で
太

晴
天
に
恵
ま
れ
た
、
去
る
8
月
目
-

m
日
の
八
朔
祭
り
で
は
、
一
丁
目
の
子

供
会
(
ひ
か
り
子
供
会
・
光
陽
子
供
会
)

の
2
台
の
予
造
り
神
輿
が
元
気
に
町
内

を
練
り
歩
き
、
い
ち
だ
ん
と
夏
祭
り
の

二
了
自
子
供
会
〕

雰
圏
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
手
づ
く
り
神
輿
の
製
作
者
は
屋
台
神

輿
が
平
岡
溶
き
ん
(
一
了
目
3
匹
)
で
、

材
料
の
木
材
や
飾
り
物
は
子
供
会
や
照

沼
武
雄
さ
ん
(
一
丁
目
一
一
以
一
の
よ
)

大
川
川
靖
夫
さ
ん
(
一
丁
目
一
区
の
上
)

が
提
供
、
休
み
を
利
用
し
て
の
一
半
開
き

ん
の
労
力
奉
仕
で
、
い
か
に
も
子
供
神

輿
ら
し
い

n
ド
ラ
、
え
も
ん
J

の
人
形
屋

台
神
輿
が
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
も
う
一
台
の
子
供
神
輿
は
照

沼
武
雄
さ
ん
が
一
切
の
費
用
を
自
弁
で

賄
い
、
精
魂
こ
め
て
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
2
ム
口
の
神
輿
は
早
速
大
洗
神

社
で
入
魂
式
を
す
ま
せ
、
子
供
会
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
八
朔

祭
に
は
元
気
な
子
供
た
ち
の
担
ぐ
2
ム口

の
神
輿
が
町
の
話
題
に
な
る
こ
と
で
し

トゐ、「ノ。

山
一
戸
果

水
道
工
事
は
町
指
定
の

水
道
工
事
唐
へ

新
設
、
増
設
、
改
造
、
修
理
等
の
工

事
は
、
水
道
課
又
は
町
の
指
定
を
受
け

た
水
道
工
事
活
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

大
洗
町
指
定
水
道
工
事
底

高 力日 オt 大 八 山
管ホオ方三ミ

佐

i湾
イ設治庸

J11 千 本 藤
工

工 イ℃ 事庖名設 設 設 工 設
工 工

事1古イ蒜 業 合 イ蔚 学 イ蒲 f蔚

(7) (7) (7) (6) (6) (7) (6) (7) 
電

6 4 5 1 l 5 1 3 
2 4 。4 l 6 6 6 
1 2 4 6 。8 2 9 言舌。9 6 1 8 8 7 3 

工
事
を
指
定
水
道
工
事
底
で
な
い
業

者
に
発
注
す
る
と
、
そ
の
工
事
は
無
扇

け
工
事
と
な
り
町
の
給
水
条
例
に
よ
り

給
水
停
止
と
な
り
ま
す
。

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は

口
座
振
替
制
度
で
H

戸
U

-ZH 

あ
な
た
が
金
融
機
関
に
預
金
口
座
の

あ
る
場
合
、
金
融
機
関
が
あ
な
た
に
か

わ
っ
て
水
道
料
金
を
支
払
っ
て
く
れ
る

自
動
支
払
制
度
で
す
。
お
留
守
が
ち
の

方
や
お
忙
し
い
方
な
ど
に
は
大
変
便
利

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

お
申
込
み
は
、
金
融
機
関
へ
預
金
通

帳
、
印
銭
(
金
融
機
関
取
引
印
)
と
、

最
近
お
支
払
い
に
な
っ
た
水
道
料
金
の

領
収
書
を
ご
持
参
の
上
、
お
申
込
み
下

さ
い
。取

扱
金
融
機
関

常
陽
銀
行
大
洗
支
庖

水
戸
信
用
金
庫
大
洗
支
活

県
商
工
信
用
組
合
大
洗
支
出
拍

茨
城
相
互
銀
行
那
珂
湊
支
庖

く
わ
し
い
こ
と
は
水
道
課
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。水

道
課
程
⑦
5
1
2
5

五
十

年
度
大
洗

大 長
洗寿
町 三番

f守二、、山
昭和56年9月is日現役

長
寿
者
の
み
な
さ
ん

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

桝
エ

7aλ
来
あ
さ
九
六
オ

審

議

禍

主

循

環

作

あ

さ

安

司
新
町
町
長
柄
認
さ
九
五
オ

久
間
新
町
日
程
心
助
七
九
五
正

司

Z
小
室
属
行
九

d
r

オ

張
果
関
祝
町
小
川
て
〈
九
芽

積可

ぜ
芸
品
百
台
よ
し
を
芹

蘭

脇

昔

菅

首

相

ま

す

九

正

時

寺

釜

卒

活

は

る

ま

司

、

苦

久

賞

受

九

一

オ

司
受
益
点
崎
氷
〈
ま
九
。
ォ

小

持

号

棟

ザ

キ

ミ

九

晃

司

Z
橋
本
よ
ね
九
o
オ

前
頭
拶
貯
金
鈴
ホ
ふ
よ
九
@
方

南

雲

久

貫

ま

す

ιo才

司
マ
寝
具
世
田
川
A
か
つ
へ
と
A

珂

寺

釜

苗

占

ょ

う

八

九

オ

向

T
久
貴
て
い
八
九
オ

司
君
町
一
羽
根
き
く
八
九
オ

珂

長

n

金
三
一
代
で
め
へ
九
才

司
永
吋
和
田
で
ふ
引
ヘ
九
オ

同

古

宥

幕

、

山

iqん
八
九
オ

可
開
明
神
町
問
え
さ
よ
八
九
オ

+
南
糸
町
菊
沌
さ
く
ハ
八
オ

-
氷
町
小
川
畑
一
興
一
言

久
荒
川
市
内
作
つ
ね
八
八
オ

寺
愛
犬
芦
ふ
〈

2

3
大
賓
室
ロ
ヘ
ハ
オ

同同司司

勧
進
元

大
洗
町
在
住
の
八
八
才
(
米
寿
)
以

上
の
方
を
相
撲
の
番
付
表
に
な
ら
っ
て

「
長
寿
者
番
付
表
」
を
つ
く
っ
て
み
ま

し
た
。
(
敬
称
略
)

禍
害
時
停
藤
支
部
主

審

議

雲

粂

濁

は

る

九

五

オ

司
令
吋
波
雨
武
あ
き
九
四
オ

大
関
沢
町
小
川
北
尚
一
部
九
九
三
オ

司

会

尼

崎

よ

ね

ま

雲

喬

雲

鶴

司

〈

ら

雲

南

昔

来

叶

や

す

凡

ニ

オ

閣
脇
討
委
鈴
木
三
部
会

司
象
者
五
井
戸
町
ぬ

'
Z

同

南

京

小

野

韻

よ

て

九

牙

司
有
一
品
野
頑
え
な
九
。
苛

小
持
主
主
夜
空
。
ォ

司

精

神

主

域

迎

ま

つ

九

0
1

前
頭
理
町
一
鈴
木
て
き
九
O

オ

司

会

町

玖

ホ

か

つ

八

ん

丈

開
門

-ZJ者
同
司
令
山
マ
ツ
八
九
方

向
車
町
小
沖
野
ま
つ
八
人
才

司

亨

符

大

谷

弘

よ

れ

ん

オ

司

令

沢

町

小

泉

新

嵐

八

空

可

思

町

ふ

1
粂
い
そ
八
九
茸

同

町

一
7
司
坂
本
か
お
八
九
I

肉
親
舟
町
小
活
全
ば
け
の
八
九
オ

司
一
氷
河
小
象
き
し
八
九
賞

十
涌
角
一
高
知
吋
も
主
主

重
荷
車
誰
野
富
三
部
八
八
オ

雲
h
p
藤
な
つ
八
会

永
町
類
川
す
み
ハ
主

主

表

、

4
み
つ
八
八
才

積同l司同1奇



もあおお (4) 

昭
和
田
年
度
第
2
回
目
の
狂
犬
病
予

防
注
射
及
び
登
銭
を
左
記
の
通
り
行
な

い
ま
す
の
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
予
防
注
射
を
受
け
る
際

犬
に
異
常
の
あ
る
場
合
は
、
担
当
獣
医

に
申
し
出
て
下
さ
い
。
当
日
都
合
に
よ

り
登
録
及
び
注
射
が
受
け
ら
れ
な
い
愛

犬
家
の
方
は
役
場
衛
生
課
に
御
連
絡
下

さ
い
。

(
T
E
L
6
1
1
0
1
0
)

原

力

第 118号

設
の
見
学
金

~ 

日
月
初
日
は

H

原
子
力
の
日
。
で
す
。

身
近
に
あ
る
原
子
力
施
設
を
、
皆
さ
ん
の
目
で
確
か
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

町
で
は
、
一
般
町
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
来
る
叩
月
m
m
B
(
月
)
に
次
に

よ
り
、
原
子
力
施
設
の
見
学
会
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

原
子
力
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

コじ
一一一守口

O
日
時
叩
月
お
日
(
月
)

9
時
加
分
か
ら
は
時
却
分
ま
で

O
募
集
人
員
約
町
名

愛
犬
家
の
み
な
さ
ま
へ

も百

O
見
学
施
設

原
研
・
大
洗
研
究
所

動
燃
・
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー

東
北
大
・

J
M
T
R
利
用
施
設

日
本
核
燃
料
開
発
K
-
K

O
参
加
費
無
料
(
昼
食
は
用
意
し

ま
す
。
)

O
申
込
先
大
洗
町
役
場
・
広
報
公

聴
{
至
電
話
的
5
1
1
1
(代
)

(
内
線
)
却
・
川
山

狂
犬
・
一
病
予
関
注
射
及
び
登
録
に
つ
い
て

料

金

注

射

料

金

一

、

七

O
O円

注
射
済
富
市
交
付
手
数
料
一
一
一

O
O円

登

録

手

数

料

二

、

0
0
0円

計

四

、

0
0
0円

(
但
し
、
登
録
手
数
料
に
つ
い
て
は

4
月
j
9月
に
笠
録
し
て
あ
る
場
合

は
不
用
)

10 10 10 10 10 期
月 月 月 月 月
16 15 14 13 12 
日 日 日 日 日

日樹 休) 休) (火) (月)

成松松 夏神前角大 美大亀桜髭 l三永藤大西 二港大明祝
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昭和56年10月 1民

暮らしを明る〈するための

『行政相談』のお知らせ(無料@秘密)

茨城行 政監察 局

水戸市北見町 1-11

TEL水戸 (21)3347こ了連絡

します

躍

大
切
な
郵
便
物
を
保
護
す
る
た
め

郵
便
受
箱
を
お
付
け
く
だ
さ
い
。
郵

便
受
箱
が
な
い
と
、
お
穏
守
な
ど
の

場
合
、
配
達
に
支
障
が
あ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

郵
便
受
箱
は
、
な
る
べ
く
郵
便
局

か
ら
お
勧
め
し
て
い
る
標
準
規
格
の

も
の
を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

どをお持ちの方は、気軽に地元

の行政相談員か行政監察局へこや相談ードさい

。たとえば

登記、国税、年金、生活保護、環境衛生、農地、道路、河

川、建築、公害、その他一般許認可など。

また、国鉄、電電、専売、公団、公庫、事業団等のことに

ついての相談。

。相談の申出は

直接、口頭で申し出られるのがよいのですが、手紙や電話

でも結構です。

役所の仕事について

韓併説明になっとくできない。

惨このようにしてほしい。

惨処理がまちがっている。おそい。

惨どうすればよいか分らない。

験不親切な扱いをうけた。

郵
便

遣を

な
お
、
御
近
所
に
同
姓
の
家
が
あ

る
場
合
や
お
子
様
あ
て
の
郵
便
物
な

ど
は
配
達
先
が
わ
か
ら
ず
探
す
の
に

時
間
が
か
か
っ
た
り
、
誤
配
達
の
原

信
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

郵
便
受
穏
や
表
札
に
は
御
家
族
会
員

の
名
前
を
お
書
き
く
だ
さ
る
よ
、
つ
お

願
い
し
ま
す
。

郵
額
貯
金
通
醸
を

わ

協

く

み
mm

守
れ
た
も
;
:

貯
金
通
帳
や
貯
金
証
書
な
ど
を
な

く
さ
れ
た
と
き
は
す
ぐ
お
近
く
の
郵

便
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
お
申

し
出
い
た
だ
け
れ
ば
こ
の
貯
金
通
帳

や
貯
金
証
書
に
よ
る
払
い
も
ど
し
を

ス
ト
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
新
し
い
通

帳
(
証
書
)
を
お
っ
く
り
し
て
後
臼

お
手
も
と
に
お
届
け
し
ま
す
。
こ
ん

な
と
き
の
た
め
に
も
通
帳
や
証
書
と

ハ
ン
コ
は
別
々
に
保
管
し
、
記
号
番

号
、
預
入
年
月
日
、
取
扱
郵
便
局
な

ど
を
別
に
メ
モ
し
て
お
か
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
な
お
次
皿
難
に

あ
っ
た
と
き
は
す
ぐ
郵
便
局
へ
ご
連

絡
い
た
だ
く
と
と
も
に
警
祭
へ
も
盗

難
届
を
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
、
っ
。

昭和56年10月16臼(金) 午後 1時-3特

大洗町役場 1階会 議室

。 社会 保険 に加 入、 目見 退な どがあったときは

以内!こ腫出をお忘れなく，

。出生・死亡(死亡は 7日以内)

。転入・転出・住所の移動

あなだの世帯で

相談臼

場所

交
通
事

睦
川
刈
寸
回
日
門

υ火

品
調
制
中
京
叶
B
4
A
a
z
m
m悶

ご
存
じ
の
な
い
方
が
、
お
あ
り
か
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
の
立
場
に
な
っ
て
、
専
門
の
相
談
員
が
、
親
切
に
交
通
事

故
の
無
料
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

平

日

午

前

九

時

半

1
午
後
四
時
半
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

弁

護

士

相

談

日

毎

週

水

曜

日

午

後

一

時

i
午
後
四
時

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

水
戸
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

水
戸
市
南
町
一
一
一
四
1

五
七
水
戸
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
四
階

T
E
L
(
水
戸

)
2
5
i
1
9
3
1

お祝い電報はお阜めに/
@春秋の大安日と週米はたいへんこみあいますので

なるべく他の日に「配達日指定のお祝し、電報」と

いって、電話で "115か (局番なし)へお申し込

みくださし、

@ 配 達 を 希 望 す る 日 の10日 前 か ら 受 付 け て お り、配

達日の3日前までにおうちになると、 150円割引

になります。

例えは" 25字までの祝電を電話でうつ場合、電

報料 300円、慶弔扱料 150円、電話による受付け

手数料40円 の 計 490円かかるところが 340円です

みます。

曜静電話で電報がうてます。

あて先や通信文は、あらかじめメモをしてから

"115" (局番なし)とダイヤルしてください。

大洗電報電話局

11 
ll -4 11 / 2 lO 30 10 29 10 27 lG 26 10/2/ 3 10 22 10 20 10 19 10 15 10 14 10 ]3 lo t2 月/ 日

手L 液三}石 機 ワ経 ワ経 機 ワ経 ワ経 機 成 二| 機
[易テ日 能 ク口 ク口

歳 能 クロ ク口
I戎

ム日収E 歳 人
歳 HE

事
児 チ・ チ- チ・ チ・ 病間ア咳 間 [!j] 悶

ノ、
[!j] ン生 ン生 児 ン生 ン生 児 カ ク 児 業

健 種
f里; ポ ポ 復 ポ ポ f亙 月

j夏

混 言11 中目 ヨ11 中目 ヨ11 健
中日 ~)II 

オ オ オ オ ヨii:I.火乞

tソ 名
ヨロヨエント l仁1入 t東 E東 市東 忠康 三ロ人ラ ク 言長 忠康

生主主 生 すと害障 生 生 i雨
すると害者障

生 生 j前
すると苦者障手

た~~者 成 J前
すると主F者草主'後後 後 後 f査 f去 f五 者一 人

72 24 る者 3 3 歳 3 3 歳 高是
病者患

占A主 刈
カカ カ 者て カ カ 言是 者で カ カ 誕 者で ーノム、 言主 者で
月月 月 機 月 FJ 生

ム機目ドE 
月 月 生 機 力 生

機吉E I I 言E 日 日 ムHhE 月 及 日
83 48 回 18 18 図 18 18 回 (J) び 図 品。、
力カ 力 f星 力 カ 達 f星 力 カ 達 訓f星 語長 :i!l三L 

イ司旦11 月月 月 司11 月 月 し ヨ11 月 月 し 生 骨立 し
♂)(J) σ〕 出束 (J) (J) た 練 (J) 。〉 Tニ t車 日 住 た 車車
者者 者 を者 者 者 を者 者 者 を に民 者

必を 名
必 必 必 達
要 喜望 要 し 安一

1 1 1 1 1 11 91 91 11 11 91 91 11 11 91 1 受
2s寺 2 s寺 3自寺 2時 2時 11待 3時 2時 2待 11時 3持 2持 2時 11特「付
時15時151s寺∞ 持 15時15時001s寺00待15時15待00時001s寺151ß~' 15時00 ∞ 5寺
15分 15分 日 30分 00分 15:511157t 130分附 15:511157} 130分 ω分[
うT 分分 分 分分分分分分分分分分分間

し
壌
の
滋
み

り
料
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

大
洗
町
及
び
旭
村
並
び
に
常
澄
村
の
「
し
尿
処
理
行
政
」
を
運
営
し
て
い
る

大
洗
・
旭
・
常
澄
環
境
衛
生
組
合
で
は
、
最
近
の
物
価
高
謄
、
隣
接
市
町
村
と

の
汲
み
取
り
料
金
の
均
衡
を
考
慮
し

H

汲
み
取
り
料
金
4

の
値
上
げ
を
日
月
1

日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
、
王
旨
を
御
理
解
の
上
、
御
協
力
下
さ
る
よ
う
綱
願
い

い
た
し
ま
す
。

A
V
改
正
料
金

〔
従
量
制
〕

-
リ
ッ
ト
ル

5
円
に
な
り
ま
し
た
。

(
改
正
前
は

5
円
)

従
量
制
と
は
、
汲
み
取
っ
た
「
し
尿
」
の
量
に
応
じ
て
計
算
す
る
料
金
の
こ

と
で
す
。

許
可
業
者
(
大
洗
町
区
域
)

大

洗

衛

生

社

T
E
L
的
一
一

O
七
一

ク
ロ
サ
ワ
衛
生
社

T
E
L
同
二
九
二
七

山
本
環
境
衛
生
設
備

T
E
L
同
四
回
一
九

斉

藤

衛

生

社

T
E
L
同
四
六
五
七

料
金
の
支
払
と
同
時
に
清
掃
業
者
か
ら
規
定
の
領
収
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
の

で
、
御
自
分
の
家
庭
の

η

し
尿
。
の
汲
み
取
っ
た
量
と
金
額
を
お
確
か
め
下
さ


